
東日本代震災から 6 年巨となりましたが､ 仮設住宅で不自由な生活を余儀なくされて

い る方も多い中､ 供与期間の終了が近づいて います｡ 被災者支援を続けてい る方たちの

疲労度も高まり ､ 支援する側も､ 支援される側も､ 余裕がなくなっ て いるよ うに思われ

ます｡ この よ うな時期を乗り切るために ｢傾聴｣ と ｢ セルフケア｣ につ いて学ぶセミナ

ー を実施するこ とになりました｡ どうぞどなたでもお気軽にご参加< ださい｡

■ 日時 : 1 2 月1 7 日 ( 土) 1 3 :3 0 ～ 1 5 :3 0

■場所 : 日立システムズホ ー ル仙台 研修室 2

住所 仙台市青葉区旭 ヶ丘 3 - 2 7 - 5

T E L O 2 2 - 2 7 6 - 2 1 1 0

地下鉄南北線 旭 ヶ丘駅 ｢ 東 1 ｣ 出口より徒歩 3 分

■講師 : 畑山みさ子 ( 宮城学院女子大学名誉教授 ケア宮城代表)

■主催 : 特定非営利活動法人チ ャ イル ドラインみやぎ

※宮城県委託 (主管 子育て支援課) ｢ 平成 2 8 年度サポ ー トセ ンタ ー 支援業務｣ と

して実施｡

｢ チ ャ イルドラインみやぎ｣ は宮城県サポ ー トセ ンタ ー 支援事務所の協力団体と

して活動｡

IL 申L / 込み : 参加希望の方は ､ 裏面申込用紙に記入の上 F A X 送信 してください ｡ F A X の

ない方は､ メ ー ルまたは電話で申込用紙の内容をお知らせください｡



■ 講師プロフ ィ ー ル t

畑山みさ子 ( 宮城学院女子大学名誉教授､ ケア宮城代表)

専門は心理学｡ 長年､ 保育者と教員の養成等に当た っ て きた｡ 東日本大震災後の 2 0 1 1 年 4 月 ､

宮城県内の心理士会会員有志か らなる ｢ケア宮城｣ を立ら上げ､ 宮城県教育委員会 と連携して､ 教員

へ の ｢ 心のケア研修会｣ を各地で開催｡ 災害子ども支援ネッ トワ ー クみやぎ世話人 ｡ ボランテ ィア支

援者 へ の支援活動も行 っ て いる｡

この セミナ ー は､ 宮城県より特定非営利活動法人チ ャイル ドライン みやぎに委託された ｢ サポ
ー ト

センタ ー

支援業務｣ の
一

環として実施します｡ 事業の概要は以下の通りです ｡

平成 2 8 年度サポ ー トセ ンタ ー 支援業務概要

1 . 被災者生活支援具 に対する子育て支援に係るセ ミナ ー 等の実施

(石巻市 気仙沼 市 東松島市 七 ヶ 浜 町 女川町 南三陸町 仙台市 塩竃市 多賀城市 名取市

亘理町 山元町 以上 1 2 市町で計 1 2 回)

2 . 地域による子育て世帯支援の仕 組み づ くりの 実施

(石巻市 気仙沼市 東松島市 七 ヶ浜町 女川 町 南三陸町 以上 6 市町で 計 4 2 回)

子育て家庭が多く存在 して い る仮設住宅を中心に ､ 直接働きかける子育て 支援事業を実施する｡ そ

の 際に仮設住宅在住 の 高齢者等､
子 育て 支援に生きが いややりが い を感 じ､ か つ ､ 地域の子育て 支援

ネッ トワ ー ク の 形成が期待される者を支援員と して研修 し､ 育成する｡

3 . 地域にお ける被災子育て 世帯支援調整会議

上記 1 ､
2 の 事業を行うにあた っ て ､

1 2 市町で 3 6 回 の調整会議を行う｡

( 石巻市 気仙沼市 東松島市 七 ヶ 浜町 女川町 南三陸町 仙台市 塩奄市 多賀城市 名取 市 亘理町

山元町 1 2 市町 で各 3 回 3 6 回)

m X 宛先 0 2 2 - 2 7 9
-

7 2 1 0 (特定非営利活動法人チャイ ル ドライ ン みやぎ)

平成 2 8 年度サポ ー トセ ンタ ー 支援業務 1 2 月 1 7 日セ ミナ ー ｢傾聴とセ ル フ ケア｣

申込用紙

申 し込み 日 月 日

所属

(団体でお申し込みの場合､

ご記入くださ い)

住所

連絡先 ( 電話 ･ W )

参加者名

( 団体で複数名参加の場合 ､

すべ ての方のお名前を司会

してくださ い ｡)

氏名 氏名

こ の情報は ､ サポ ー トセ ンタ ー 支援業務以外 に使用 い たしません ｡




